


































MISS BIRKENHEAD, the first Missionary worker of the ladies’ Association at
Kobe, left England with Bishop Bickersteth’s party last October, and reached her
destination on December 15th.
これが、今のところ、英文資料に Miss Birkenhead の名が出る最初である。こ
の時こそが松蔭誕生へのはじまりである。ロンドン SPG事務所保管の Birkenhead
履歴書にも⽛Apptd 1888⽜(任命1888年)とある。
この記事は、レイディーズ・アソシエーションの機関誌⽝The Grain of Mustard
Seed⽞(⽝一粒のからし種⽞)の1889年 3 月号に掲載されている。Miss Birkenhead は
Bishop Bickersteth(ビカステス主教)の一行と共にイングランドを発ったとある。
これはどういうことか。そこに松蔭誕生の契機がある。















1 月に英国を発ち、 3 月に女子教育奨励会の経営する学校、東京女学館の教師
となった。 7 人の中のミス・パーカーは後年、松蔭女学校の第 5 代校長(在任
1904ｻ4-1904ｻ12)となった人である。
この一連の動きに応じて 9 か月遅れでレイディーズ・アソシエーションから






かった初代校長 Miss Birkenhead の足跡は重要な松蔭前史である。その Miss
Birkenhead が、松蔭女学校開校の 3 か月後、1892年 4 月に横浜(と思われる)で講
演した論文が⽛SUMA MURA FIFTY YEARS AGO⽜である。






⽛the friendliness established by the treaty gave peculiar opportunity to the English
Church⽜と SPG の歴史書⽝INTO ALL LANDS⽞(1951年発行)に記されている。
日英友好関係確立の好機に英国教会は知的階層への伝道強化のために男女 9 人
の宣教師を派遣、その 1 人として Miss Hughes は東京に着任したのである。
Three recruits were also added to the S.P.G. women workers in Tokyo, Miss Tanner,












SPG の架け橋となった(⽝松蔭女子学院史料⽞第六集・第七集)。1968年 1 月18日、
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